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INTRODU CTION 
英語は，今やイギリスやアメリカのnativelanguageであるばかりでなく，それ以上に，盟捺コミュニ
ケーションのための道具として使用されることが多くなっていて，その傾向は，年々高まっている。この
様な状況を受け， 8本の英語教育の目的にも，英語の蓄語学的知識を養うというよりも，むしろコミュニ
ケーションの道具として身につけ，異文化理解に役立てようといっ方向がはっきりと打ち出されるように
なってきた。
しかし， I司時に，英語のそのような怠速な進展に対抗するかのように，民族としての意識の高まりも世
界的な現象として確実に進んでいるのも見逃しではならない。
そこで，本稿では，まず共通語としての英語の現状を分析し，次に，それを踏まえて，異文化理解教育
のための英語教育を実擁していく上での留意点を，特に culturalidentityという観点から具体的に考察し
たい。
1 . English as a lingua franca 
19世紀初頭には，英語を話す人口は僅か1500万人であったが，経済及び政治分野におけるイギリス，次
いで20世紀になってのアメリカ合衆国の躍進によって，今や英語は共通語として認識され，その優位性は
年々高まりつつある。現在は，英語を母国語とする人口， 3億5000万人， officiallanguageとしているの
は，約50ヶ国14信人で，合計17億5000万人が英語をヨ常的に使用している。まさに，英語は，English出
Lingua Francaの著者， Dovring 
Oingua franca) となっている。
うように，“apassport across the world"であり，現代の共通語
American supremacy in modern technology... and its often hotly debated dominance of the 
electronic media around the globe have helped to make English the lingua franca of today's world 
and is used both by dissenters and followers of political movements. It has also been made a 
passport across the world. (19) 
また， Phil1ipsonによれば， I民共産圏の各国も，主としてイギリスの協力を得，急速に英語が普及してい
るようである。
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In postcommunist states， English is being vigorously promoted as the royal road to democracy， 
a market economy， and human rights. The British foreign minister has proclaimed that English 
should become the first foreign language throughout Europe， the lingua franca of the changed 
economic and political circumstances. (431) 
開時に，民族の種類も多く，個性派ぞ、ろいのヨーロッパにおいても，英語がどんどん広まりつつあるよ
うで， Berns Li:，“English in the European Union"のやで，英語は， EU諸国でも将来，共通語としての
地位を得るようだと推測している制。
It is， inmy view， likely that English will become the ordinary language of the citizens of the EC. 
Whether or not it is ever officia11y declared as such， itwill be even more widely used as a vehicle 
for intra-European communication across a1 social groups. (9) 
この様に，今や，英語の共通語としての優位性は圧倒的である。
以上のような現象は，英語は，もはやnativespeakerだけが使うものではなしむしろ英語を母国語と
しないもの同士のコミュニケーションの手段として使用されることが益々増えることを意味している。
確かに，雷語それ自体が文イじであり英語の単語一つ一つも英語閣の文化を反映しているが，今や英語は
世界の人々の共有物であり，英語圏以外の様々な文化的コンテクストを持った人々が学び¥使用している。
Language has no function independently of the social contexts in which it is used. In the case of 
English， as a lingua franca， such contexts are as varied as they are numerous. (Alptekin 141) 
英語は，楼々な国々の人々の意見を発信したり，受けたりするための手段であると蓄える。様々な分野
において，世界的に認められたいと考える人々は，英語で発表している。
「外国人jによる英語の使用が増えれば増えるほど，英米人の発想や英語独特の語勾の寵用や用法がど
んどん影をひそめていくのではないかと想像される。今や英語という言語は必ずしも英語翻だけの文化だ
とは苦い難くなっている。
そのため，中には， Alptekinのように，英語は，もはやEnglishnative speakerだけのものではなし
その用法に関しても， English native speakerがその権威者ではないとまで言い切っているものもいる。
In the case of English in particular， itis virtua11y impossible to think of its native speakers as the 
only arbiters of grammaticality and appropriacy and consequently as its sole owners， given the 
lingua franca status of the language. (140) 
このような傾向は英語の「国捺化jと替えるかもしれないが，これは，英語がnativespeakerの手から
離れることを意味している。そして同時に，逆の現象として，英語圏以外の文化を持つ国々での英語によ
る「使略化J，英語崇持主義，あるいは，国際語としての英語独占主義という懸念も生み出している。この
様なことについて，以下の章で検討したい。
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日英語の「臨際化j
(1) Bodysnatched English 
英語額以外の「外国人Jが英語を使用するにつれ， native speakerの使用する英語とは異なる英語，い
わゆる“New English"が生まれている。 PidginEnglish はよく知られた例であるが，最近の通信メディア
の発達，とりわけ，インターネットの発達は，次のDovringの説明の通り，新たに“Internet'sEnglish"と
いうものを生み出している。
International English is a gift to mankind when it comes to science and technology， civil aviation， 
and the postal service.…But in international relations of politics and culture， information soon 
turns into communication by the use of var匂uscommunities' social values. The Internet's 
English becomes a universallingua franca in uncharted territories. It is an English that does not 
follow established rules， but has a semantic life of its own， with political and practical conse. 
quences. Its enigmatic obscurity makes it highly effective， especially on an unsuspecting public. 
(xi) 
この“Internet'sEnglish"は，英語の焼成のルールなどとは無関係に，独自の体系をもち，実用詣で，ど
んどん f発達」しているようだ。益々，英語と， native speakerの距離が離れている。 Dovringは，この
様に nativespeakerから離れていった英語を“bodysnatchedEnglish"と名付けている目。まさに，今や
英語という言語は，地の民族によって，“bodysnatch"されていると雷えるのかもしれない。理解のズレな
ど決して許きれない科学技指と航空の 2分野では，この様な現象はさ当然あり得ないが，例えば，政治のよ
うな分野では，使用する人によって操々な意味付けがなされ， 1つの単語の解釈でも各国で理解の仕方が
違ったりすることも珍しいことではないようである制。
臨.Cultural Identities 
共通語としての英語の進展は，確かに進んでいるが，同時に様々な霞々で自国の文句も大切にしなけれ
ばいけないという，民族意識も高まっていることも事実である。英語を使用するからと雷って自らの文化
を捨てる必要などなしこれからは，むしろ，自国の文化を英語を介して飽の国々へ理解させていく時代
である。そこで英語の進展と，民族の意識の高まりが様々な現象を生んでいる。
(1) McDonaldization 
言語は，その畏族の文化遺産であり，英語は，英語民族の文化である。槌って，英語の進展は，英語文
佑闘の進展につながるのだと，いわゆる英語帝国主義(1inguisticimperialism)を警戒する人も少なくな
い。英語を学ぶことは，すなわち英語文化を身につけ，精神的にも「侵略jされる恐れがあるということ
である。現在のアメリカ文化の浸透ぷりと，英語の{愛位性とは，確かにこの謙な危険性をはらんでいるか
もしれない。従って， Phi1lipsonが指摘するように，それぞれの臨が，いわゆる，“McDonaldization"が
進む中で，明確に Cultural Identityを再認識する必要があるだろう。
In the current phase of “integration" in western and postcommunist Europe， each country c1ear1y 
needs to c1arify the nature and extent of the pressures exerted by international languages on 
nationallanguages and the role played by English in ongoing processes of global McDonaldiza. 
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tion. (440) 
撞めて矛盾したことかもしれないが，英語を使用するが，文化的には， r中立jであることが要求される
のである。
(2) Ecology of Language 
英語の「侵略」に歯止めをかけようとする抵抗もある。英語も5000ほどある言語の中の 1つに過ぎない
のであるという考え方である。本来，嘗語に優劣や，優先JI僚になどないはずだ。これが， Phillipsonのい
れ“Ecologyof Language"という考え方である。雷語の分野でも， ecologyを考えるべきであり，
の使用者の“linguistichuman rights"が尊重されるべきだという主張である。それを維持した上で，英語
を使用すべきだと言っている。
English can serve many useful purposes but will do so only if the linguistic human rights of 
speakers of other languages are respected. (447) 
英語一辺樹 (monolir窓口alism)は，必ずしもいいことではない。アメリカ関内での「英語公用化運動j
(the English Only Movement制)が，強い抵抗を受けたのは， multi-culturalismの間では，当然の結果
である。
Just as the subtractive， oppressive monolingualism of the English Only movement in the U.S. is 
being countered by demands for English plus (i.e.， English in addition to other languages)， 
Europeans should build on their linguistic diversity by promoting alllanguages， including English. 
(Phillipson 447) 
世界が共通語を持ちコミュニケーションがスムーズになるのは，大いに歓迎すべきことだが，そのため
に英語以外の雷語が軽んじられ，さらには，そのためにその文イちも衰退・諮滅するのは，決していい方向
ではない。そして，そのような方向にならないようにするのが，本来の異文化理解の話的である。
lV. English Literatureの不人気
(1) Canon Controversy 
詳締は，拙論“OnReconstructing the American Literary Canon"を参照してもらいたいが，イギリス
やアメリカなどにおいて，これまで長い間揺るぎない権威を保ってきた英米文学の canonが崩れ，新しい
canonsが生まれている。これは，まさに英語がもはやEnglish-nativepeople だけのものではなくなって
きた大きな証拠と言える。英語を寵って白分たちの民族の歴史や考え方，生活を搭き，発表し世関に認め
られている時代である。 blackwritersたちの躍進ぶりはまさにその象徴であろう。
英語摺以外の「外菌人」が英語で文学作品を書き，どんどん評価されている。つまり，官nglishliterature" 
よりも，“Literaturein English"が脚光を浴びている。奨文化理解教育という点からは，英語額以外の「文
イじJを知る格好の教材となりうるだろう。
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(2) No Place for Literature 
英語が国際語として進展しても，英語教育の教材としての英米文学は依然不人気である。次の Butlerの
説明にもあるように，現に最も英語教育の盛んな中国では英文学は教材としては使用されていないという
のが実需だ。
時ostschool students of English are sitting， right now， atdesk in China: they do not study English 
literature. Nations that have done so are showing signs of giving it up. Shakespeare has been 
for over a century on the syllabus in good Indian schools， but he is being declared too difficult， 
and anyhow irrelevant， and looks about to go. (10) 
英語教育に僻も文学まで使用することはない，いやむしろ弊害すらもたらすと考えられている。これが
一殺的傾向のようだ。
「酪捺語としての英語Jを学ぽうとする人は必ずしも英語簡の文化を学ぽうとしているのではない。英
語圏以外の人々にとっては，表面的なsystemicknowledgeだけ身につけられればそれで、よし schematic
knowledgeは必要だとは考えられておらず，英米文佑にも輿味がない盆50 英語らしい英語でなくてもよ
く，考えが伝達できるだけの道具としての英語，いわゆる“Englishas a trade language"tt6で十分だと考
えている人が多い。
確かに今や世界的に文学そのものも不人気な時代である。しかし，教材として考えた場合，文学は大い
にその魅力を持っている。文学作品は，内容も多彩でみ，筋の展開にも工夫があり，言葉使いも吟味されて
いる。味気ない無機質な内容の文章などより，大いに学習者の興味関心を引けるはずだ。もっともっとこ
の分野の研究が進むことを期待したい。
V. Teaching Culture through Englishへ
現在の社会では，英語は英語関ばかりでなく，それ以外の文化騒をも知るための手段であり，さらに，
英語関以外の人々が自分たちの文イむを世界に知らせる手段にもなっているのである。 Smithの言うとお
り，“Englishalready represents many cultures and it can be used by anyone as a means to express 
any cultural heritage and any value system"(140)である。異文化理解の観点からしても，英語盟だけの
知識では不十分であり，英語を通してより様々な文化に触れさせるべきだと考えられる。今や英語教育は，
“teaching English"から“teachingdifferent cultures through English"を自指している。
次に， Alptekinが提案するように，英語教育の目標も Englishnative speakerを呂指すのではなしま
た英語留の文化のみを知るためではなしむしろ異文佑簡で知り合い，理解し合うための道具である「英
語jを身につける， といった方向を考えるべきである。
Finally， given that the traditional notion of the communicative competence of the native speaker 
is no longer adequate as a goal to be adopted in an EFL programme， the transition from familiar 
to unfamiliar schematic data should not necessarily be thought of as moving from the learner's 
native culture to the culture of the native speaker of English. Even though this stil remains a 
strong option， other options may involve transitions from the learner's native culture to the 
international English of such areas as pop culture， travel culture， and scientific culture， or the 
culture of one of the indigenized varieties of English. (142) 
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従って，共通語としての英語という視点に立つと，これからの日本の英語教育の自指すべき点は次の 2
点に要約できると思われる。
(1) 英語は単に英米の文fむだけを知るためだけではなくて，様々な留の文化を理解するための媒体と
みなす。
(2) 英語を使用するが，日本人としてのidentityは殺さず，むしろ積観的に理解してもらう方向を探
る。
(1)に関しては，単純なようだが，実は本質的にはかなりの矛震を含んでいる。本来，言語は文化そのも
のである。 love，corn， water， house， breakfast， dinnerといった，簡単な単語1つ取ってみても，背後
には，大きな英語罷の文化を背負っており，それぞれの単語を真に理解するということは，その単語が持っ
ている文化まで理解すると言うことを意味する。つまり， I英語を教える」ということは，やはり， I英米
の文化を教えるjことになってしまう。そこで，今大切なことは，英語を教えるのではあるが，その捺，
英米の文化だけにこだわらない，という教える側における「中立性jである。つまり，英米文化至上主義
に陥ることなし文化全殺に対してのバランス感覚が要求される。その上で，英語を様々な国々の文化を
知るための手だてとしたい。教材も，英米だけの事柄に偏らないことが大切だ。
(2)に関しでも，難しい問題を内包している。臼ヱドの文化と英語閣の文fちは，その価値観や精神構造の上
で，異質な部分が多々ある。例えば，客を夕飯に招いたとき，多くの日本人が， I何もありませんが，どう
ぞめしあがってください。Jと寄って容に食事をすすめる。これは，謙遜を尊ぶ日本人気質の好例である。
しかし， これを，そのまま英語にB夜室訳して，
いとlは土，もうだれでも知っている。これは英語としてみた場合，まず，英語が最も重要視する，“logic"が
完全に否定されている。しかも，容をもてなすのに，その食事に対して hostが否定的というのは，西洋的
発想では理解しがたい。それでは，このような状況では，問えば，アメリカ人的に，“抗ywife is a good 
cook， so 1 hope you'll enjoy the dinner tonight."と言った方がよいのだろうか。日本人としての違和感は
ないだろうか。この英語表現には， 日本人の謙譲の英語は微塵もない。それに，人前で妻を褒めることは，
f愚姿jという言葉一ーさすが最近は，耳にしなくなったーーが存在するような文北関には，気恥ずかしさ
を感じる人もいまだに多いだろう。英語を話しているのだから，それは仕方がない，当然だと雷う意見も
あるが，来たしてそれでいいのだろうか。日本人としてのidentityは，どうなるのだろうか。
今は，イ可も英語を話すからと言って， 日本人としての identityを殺す必要などない。むしろ，何とかし
て，異質と言われる日本文化一一言われるほど異質でムはないと思うーーを世界の人々に理解してもらうこと
を考える時代である。外留人との接触を通じてお互いに大いに話し，理解する方向を見いだすのがこれか
らの国際化では重要な点だ。もちろん，我々日本人もその地の国々の文fむを理解する心を待たなければな
らない。この様なことは，面倒くさし根気と時間がかかることであるが，お互いを知り，理解し合い，
共通項を見い出していくのが，異文化教育の目的でもあり，また楽しさでもある。
CONCLUSION: Inter-cultural Comprehension 
多文イ七社会のアメリカは，昔は，民族の間化を目指していたが，現代は，各民族のculturalidentityを
しつつ共生を白指している誌にこれからの異文化理解教育もそのような民族共生を，地球規模で目指し
たい。 Alptekinの主張するように，自閣の文化と他閣の文化の橋渡し (bridge) として英語を位置づけ，
cross-cultural comprehensionを高めるべき時である。
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Instead of diving simplistically into the narrow confines of a given target-language culture， ina 
manner devoid of comparative insight and critical perspective， EFL writers should try to build 
conceptual bridges between the culturally familiar and the unfamiliar in order not to give rise to 
conflicts in the learner's 'fit' as he or she acquires English. Such bridges can be built， among 
other ways， through the use of comparisons as techniques of cross-cultural comprehension or the 
exploitation of universal concepts of human experience as reference points for the interpretation 
of unfamiliar data. (141-142) 
英語を使用するからと言って，何も英語圏文化に再fじする必要はない。むしろ，自国の文イちを他の民族
に理解してもらう方向を考えるべきである。そして，そのような中から民族としての差異よりも人間とし
ての共通点を見いだすというのが，異文化理解の真の自的である。
}玄
注1) Fish巴rmanも向J僚な推測をしている。“Englishcan and wi1l continue to be a mighty force in Europe 
even without becoming a dominant or domineering one" (71). 
注2) Dovring'丸“theappearance of und巴rcurrentsof meaning different from what theεstablished 
dictionary says a word should mean" (3)と定義している。
注3) 開として， Dovring は， democracy， revolutionを挙げている。
注4) 1980年代後半から，各州で始まった。大きな理由として，スペイン語の進展に不安を抱いた白人たちがこ
の運動を促進した。
注5) Widdowsonは，Astects 01 Language Teachingの中で，言語潔得に必要な2つの知識として， systemic 
knowledgeとschematicknowledgeを挙げているが，前者は，語学的知識であり，後者はその背景となる文
化的知識などを指している。詳細は Widdowson102-114参照。
注6) Fiedler はtradelanguag色としての英諮の進展を指摘している。“Theglobal ascendancy of English as 
a trade language， as a system giving semantic force to techological view of man and nature， has 
conditionad the study and evaluation of the English language.... To adopt an explanation grounded in 
economic alone， however， isto drastically reduce the scope of and inquiry into English as a world 
language for literature" (ix…x). 
注7) 以前は，アメリカ社会は，“meltingpot"と呼ばれていたが，最近は，“saladbowl，"“cultural quilt，" 
“mosaic"などと呼ばれている。
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